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表 1学習者の好む学び方に関する質問のセクションのサンプル（2012年 7月） 
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3  「学びのスタイル」と教示方法とを組み合わせた取り組み 






















Bの授業については 32名の受講を得ることができた．模擬授業の受講時の様子を図 1に示す． 
データの分析では，まず，授業の前に実施した「学びのスタイル」アンケート結果と，授業
















4  「学びのスタイル」と授業の理解に関する自己認識 











































5  知見の考察と学びのスタイルアンケートシステムの提案 
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